
●
海
賊
規
制
の
抱
え
る
問
題

海
賊
規
制
の
歴
史
は
古
く
、
国
際
法
に
お
い
て

も
海
賊
に
関
す
る
法
は
現
存
す
る
も
の
の
中
で
最

も
古
い
規
則
の
一
つ
と
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら

現
在
に
お
い
て
も
海
賊
行
為
の
抑
止
は
困
難
で
あ

り
、
ま
た
海
賊
の
武
装
化
に
よ
る
海
賊
行
為
の
凶

悪
化
等
、
さ
ら
に
難
し
い
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

マ
ラ
ッ
カ
海
峡
で
も
状
況
は
同
じ
で
、
二
○
○

五
年
度
は
日
本
船
籍
韋
駄
天
号
事
件
を
含
む
一
二

件
の
海
賊
事
件
が
発
生
し
て
い
る
。
年
間
七
万
五

○
○
○
隻
の
船
が
航
行
す
る
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
を
、

例
え
ば
日
本
の
輸
入
原
油
の
約
九
割
も
が
経
由
し

て
お
り
、
し
た
が
っ
て
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
で
の
航
行

の
安
全
の
確
保
は
国
際
貿
易
や
日
本
経
済
に
と
っ

て
、
大
き
な
経
済
的
利
益
な
の
で
あ
る
。

で
は
な
ぜ
、
交
通
の
要
路
で
あ
る
マ
ラ
ッ
カ
海

峡
を
海
賊
か
ら
守
る
こ
と
が
い
ま
だ
に
十
分
に
で

き
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
二
つ
の
問
題

を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

第
一
に
、
実
際
に
起
き
て
い
る
海
賊
事
件
と
、

国
連
海
洋
法
条
約
（
海
洋
法
条
約
）
上
に
国
際
慣

習
法
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
海
賊
行
為
の
定
義

と
が
乖
離
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
沿
岸

国
の
領
海
で
あ
る
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
で
の
海
賊
事
件

が
、
海
洋
法
条
約
の
対
象
と
な
る
の
か
問
題
が
あ

る
。そ

し
て
二
つ
目
に
は
、
海
峡
の
沿
岸
国
が
人
的
、

経
済
的
資
本
の
不
足
か
ら
海
賊
の
取
締
り
の
た
め

の
制
度
を
十
分
に
整
備
し
て
い
な
い
点
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
国
際
お
よ
び
国
内
両

レ
ベ
ル
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
努
力
が
な
さ
れ
て

い
る
の
か
、
以
下
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

●
海
賊
に
関
す
る
国
際
法

一
七
世
紀
の
近
代
国
際
法
の
登
場
以
前
に
既
に

海
賊
は
「
人
類
共
通
の
敵
」（hostis hum

ani ge-

neri
）
と
し
て
観
念
さ
れ
、
国
籍
国
の
保
護
を
受

け
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
海
賊
行
為
は
す
べ
て

の
国
が
裁
判
管
轄
権
を
持
つ
国
際
犯
罪
と
し
て
認

め
ら
れ
て
い
た
。

一
九
世
紀
後
半
に
は
、
国
際
慣
習
法
の
法
典
化

作
業
が
始
ま
り
、
二
○
世
紀
に
入
る
と
、
国
際
連

盟
の
国
際
法
法
典
化
専
門
委
員
会
で
「
海
賊
の
抑

止
の
た
め
の
条
文
草
案
」
が
作
成
さ
れ
た
。
し
か

し
内
容
お
よ
び
国
際
法
と
し
て
の
重
要
性
に
つ
い

て
普
遍
的
な
合
意
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
法
典

化
作
業
の
対
象
か
ら
は
除
外
さ
れ
た
。

再
び
、
海
賊
に
関
し
て
法
典
化
が
試
み
ら
れ
た

の
は
第
二
次
大
戦
後
の
国
際
連
合
の
時
代
に
な
っ

て
か
ら
で
あ
る
。
国
連
国
際
法
委
員
会
が
、
一
九

五
五
年
に
海
賊
に
関
し
て
八
条
か
ら
成
る
草
案
を

作
成
、
そ
の
後
「
公
海
に
関
す
る
条
約
」
の
一
部

と
し
て
採
択
さ
れ
、
さ
ら
に
同
条
約
の
海
賊
の
規

定
は
、
ほ
と
ん
ど
修
正
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
一
九

八
二
年
の
「
海
洋
法
条
約
」
に
引
き
継
が
れ
た
。

そ
の
内
容
は
「
人
類
共
通
の
敵
」
で
あ
る
海
賊
に

つ
い
て
、
公
海
上
及
び
い
ず
れ
の
国
の
管
轄
権
に

も
服
さ
な
い
場
所
で
の
不
法
な
暴
力
行
為
、
抑
留

ま
た
は
略
奪
行
為
と
い
っ
た
海
賊
行
為
は
、
す
べ

て
の
国
が
取
締
り
の
た
め
の
強
制
権
を
有
し
、
公

海
上
の
船
舶
で
の
海
賊
行
為
に
関
し
て
は
、
船
舶

の
旗
国
の
み
が
執
行
権
を
持
つ
と
す
る
旗
国
主
義

を
修
正
し
、
例
外
的
に
普
遍
的
管
轄
権
を
認
め
る

も
の
で
あ
っ
た
。

●
法
と
現
実
の
乖
離

こ
う
し
た
歴
史
を
経
て
条
文
化
さ
れ
た
規
定
で

あ
る
が
、
実
効
的
な
海
賊
事
件
（
海
洋
法
条
約
上

の
海
賊
行
為
だ
け
で
な
く
広
く
海
上
で
の
暴
力
行

為
、
略
奪
行
為
を
含
む
）
の
規
制
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
で
は
、
海
洋
法
条
約
の
抱
え
る
問
題
と
は

マ
ラ
ッ
カ
海
峡
の
海
賊
規
制̶

国
際
的
枠
組
み
の
構
築
と
沿
岸
国
の
対
応
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何
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

第
一
に
は
海
賊
行
為
の
目
的
が
、「
私
的
目
的
」

に
限
定
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
（
海
洋
法
条
約
第

一
○
一
条

）。
つ
ま
り
公
的
目
的
や
政
治
的
目

的
で
な
さ
れ
る
海
上
で
の
略
奪
行
為
は
規
制
の
対

象
と
な
ら
ず
、
例
え
ば
一
九
八
五
年
の
武
装
パ
レ

ス
チ
ナ
ゲ
リ
ラ
に
よ
る
政
治
目
的
の
船
舶
乗
っ
取

り
事
件
（
ア
キ
レ
・
ラ
ウ
ロ
号
事
件
）
の
ご
と
き

は
同
条
約
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。

第
二
の
問
題
は
、
海
賊
行
為
の
行
為
地
で
あ
る
。

「
公
海
」
も
し
く
は
「
い
ず
れ
の
国
の
管
轄
権
に

も
服
さ
な
い
場
所
」（
同
第
一
○
一
条


、

（ii）
）
で
行
わ
れ
る
海
賊
行
為
の
み
を
対
象
と
す
る

こ
と
は
、
領
域
主
権
の
排
他
性
か
ら
は
当
然
の
こ

と
で
あ
り
、
領
域
内
で
の
船
舶
へ
の
暴
力
行
為
は

国
内
法
上
の
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
点
、
東

南
ア
ジ
ア
で
の
海
賊
事
件
の
現
状
に
照
ら
し
て
見

れ
ば
、
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
は
そ
も
そ
も
沿
岸
国
の
領

海
で
あ
り
、
ま
た
事
件
は
港
や
領
海
内
で
の
停
泊

中
も
し
く
は
投
錨
中
に
多
発
し
て
い
て
、
海
洋
法

条
約
で
は
東
南
ア
ジ
ア
海
域
の
問
題
を
解
決
で
き

な
い
こ
と
に
な
る
。

第
三
に
は
拿
捕
の
場
所
が
「
公
海
」
も
し
く
は

「
い
ず
れ
の
国
家
の
管
轄
権
に
も
服
さ
な
い
場

所
」
と
さ
れ
（
同
第
一
○
五
条
）、
海
賊
船
が
領

海
内
に
逃
げ
込
ん
で
追
跡
を
逃
れ
よ
う
と
す
る
場

合
に
は
拿
捕
で
き
な
い
問
題
が
あ
る
。
追
跡
権
に

つ
い
て
は
国
連
国
際
法
委
員
会
の
草
案
段
階
で
削

除
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
が
、
実
効
的
な
取
締
り
の

た
め
に
は
再
検
討
の
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

法
典
化
条
約
で
あ
る
海
洋
法
条
約
は
、
よ
り
多

く
の
国
家
の
合
意
を
得
る
た
め
、
様
々
な
国
内
法

や
国
家
実
行
か
ら
共
通
項
を
導
き
出
し
た
も
の
で

あ
り
、
各
海
域
の
具
体
的
な
事
情
に
即
し
て
海
賊

事
件
を
取
締
る
た
め
に
は
、
多
く
の
制
限
を
抱
え

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

●
国
際
ル
ー
ル
作
り

特
に
「
行
為
地
」
の
問
題
か
ら
海
洋
法
条
約
が
、

マ
ラ
ッ
カ
海
峡
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
海
峡
で
の
海
賊

事
件
に
対
応
で
き
な
い
状
況
を
解
決
す
る
た
め
、

国
際
社
会
は
新
た
な
ル
ー
ル
作
り
に
向
け
様
々
な

努
力
を
重
ね
て
き
て
い
る
。

海
上
の
安
全
の
確
保
を
そ
の
任
務
と
す
る
国
際

海
事
機
関
（
Ｉ
Ｍ
Ｏ
）
は
と
り
わ
け
こ
の
分
野
で

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
一
九
八
三
年
に

「
海
賊
行
為
及
び
船
舶
に
対
す
る
武
装
強
盗
の
防

止
策
」（resolution A

. 545

（13

））
を
総
会
が
採

択
し
、
こ
こ
で
、「
海
賊
行
為
」
と
共
に
「
船
舶

に
対
す
る
武
装
強
盗
」（arm

ed robbery against 

ships

）
と
い
う
新
た
な
概
念
を
導
入
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
沿
岸
国
の
領
域
内
で
発
生
す
る
強
盗
や
乗

っ
取
り
、
身
代
金
目
当
て
の
誘
拐
と
い
っ
た
海
洋

法
条
約
の
対
象
と
な
ら
な
い
犯
罪
行
為
も
単
な
る

国
内
法
上
の
問
題
で
は
な
く
、
国
際
的
に
重
要
な

関
心
事
項
で
あ
る
こ
と
を
各
国
に
認
識
さ
せ
た
。

決
議
で
は
海
賊
行
為
及
び
武
装
強
盗
の
抑
止
の
た

め
に
あ
ら
ゆ
る
措
置
を
と
る
こ
と
、
船
主
、
船
舶

運
行
者
、
船
長
お
よ
び
乗
組
員
に
対
す
る
助
言
、

ま
た
自
国
船
籍
の
船
舶
に
つ
い
て
事
件
発
生
時
に

Ｉ
Ｍ
Ｏ
へ
報
告
す
る
こ
と
な
ど
が
各
国
に
要
請
さ

れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
状
況
の
改
善
が
見
ら
れ
な
い
た

め
、
Ｉ
Ｍ
Ｏ
は
一
九
九
一
年
「
海
賊
行
為
及
び
船

舶
に
対
す
る
武
装
強
盗
の
防
止
及
び
抑
制
」（res-

olution A
. 683

（17

））
を
採
択
し
、
防
止
の
た
め

の
さ
ら
な
る
努
力
や
関
係
国
お
よ
び
船
舶
間
で
の

海
賊
情
報
の
共
有
を
求
め
た
。

一
九
九
三
年
に
は
よ
り
具
体
的
か
つ
詳
細
な

「
海
賊
行
為
及
び
船
舶
に
対
す
る
武
装
強
盗
の
防

止
及
び
抑
制
の
た
め
の
各
国
政
府
へ
の
勧
告
」

（M
SC

/C
irc.622.

一
九
九
九
年
に
改
正
。

M
SC

.C
irc.622/R

ev.1

）
を
採
択
し
た
。

こ
こ
で
は
情
報
の
確
保
、
捜
査
方
法
へ
の
助
言
、

海
賊
対
策
の
た
め
の
行
動
計
画
の
作
成
の
要
請
や
、

関
係
国
と
の
協
力
下
で
の
執
行
管
轄
権
に
関
す
る

よ
り
実
効
的
な
体
制
整
備
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

ま
た
海
賊
事
件
の
情
報
の
収
集
、
共
有
が
、
事
件

の
防
止
や
船
舶
の
自
衛
策
の
た
め
に
は
非
常
に
有

用
で
あ
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。
情

報
の
収
集
に
は
、
国
際
商
業
会
議
所
の
国
際
海
事

局
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
│

Ｉ
Ｍ
Ｂ
）
が
マ
レ
ー
シ
ア
の
ク
ア

ラ
ル
ン
プ
ー
ル
に
設
置
し
た
海
賊
情
報
セ
ン
タ
ー

（
Ｐ
Ｒ
Ｃ
）
を
活
用
す
る
こ
と
も
提
言
し
て
い
る
。

さ
ら
に
海
賊
行
為
も
し
く
は
船
舶
に
対
す
る
武

装
強
盗
（
武
装
強
盗
）
に
よ
り
領
海
の
外
で
逮
捕

さ
れ
た
者
は
、
実
質
的
当
事
国
と
の
合
意
に
よ
っ

て
捜
査
国
の
法
の
下
で
訴
追
さ
れ
る
と
す
る
。
実

質
的
当
事
国
と
は
捜
査
対
象
船
の
旗
国
、
事
件
発

生
地
国
、
自
国
民
が
死
亡
、
重
傷
を
負
っ
た
国
、

有
用
な
捜
査
情
報
を
有
す
る
国
、
捜
査
国
に
よ
り

事
件
と
の
重
大
な
関
連
が
認
め
ら
れ
た
国
等
、
発

生
し
た
海
賊
事
件
の
関
連
国
を
広
く
指
す
。
海
賊
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行
為
お
よ
び
武
装
強
盗
が
処
罰
さ
れ
な
い
こ
と
が

な
い
よ
う
、
関
係
国
全
体
で
取
締
り
を
行
う
趣
旨

で
あ
る
。

ま
た
、
共
同
パ
ト
ロ
ー
ル
等
地
域
的
協
力
の
た

め
の
「
海
賊
行
為
及
び
船
舶
に
対
す
る
武
装
強
盗

の
防
止
及
び
抑
制
に
関
す
る
地
域
的
協
力
協
定
草

案
」
も
勧
告
と
共
に
提
示
さ
れ
て
い
る
（
付
属
書

５
）。
協
定
当
事
国
間
で
武
装
強
盗
を
定
義
し
、

合
意
が
な
さ
れ
れ
ば
、
協
定
上
は
当
事
国
間
で
の

武
装
強
盗
の
取
締
り
が
可
能
と
な
る
。

二
○
○
一
年
に
総
会
で
採
択
さ
れ
た
「
海
賊
及

び
船
舶
に
対
す
る
武
装
強
盗
の
犯
罪
の
捜
査
の
た

め
の
慣
行
綱
領
案
」（resolution A

. 922

）
は
、

武
装
強
盗
を
海
賊
行
為
以
外
の
、
一
国
の
管
轄
の

下
に
服
す
領
域
で
な
さ
れ
た
不
法
な
暴
力
、
抑
留

行
為
ま
た
は
略
奪
行
為
を
指
す
も
の
と
し
て
は
じ

め
て
定
義
し
た
。
綱
領
案
は
決
し
て
沿
岸
国
の
領

海
内
で
の
執
行
管
轄
権
を
制
限
す
る
も
の
で
は
な

い
が
、
自
国
の
管
轄
内
で
の
海
上
暴
力
が
、
当
該

国
家
の
利
益
だ
け
で
な
く
、
国
際
的
な
共
通
利
益

を
も
損
な
う
も
の
で
あ
る
こ
と
や
、
十
分
な
捜
査

や
関
係
国
と
の
協
力
の
必
要
性
を
沿
岸
国
が
認
識

す
る
上
で
重
要
な
文
書
で
あ
る
。

海
上
の
安
全
と
い
う
点
か
ら
は
、
一
九
七
四
年

の
「
海
上
に
お
け
る
人
命
の
安
全
の
た
め
の
国
際

条
約
」（
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｓ
条
約
）
も
重
要
で
あ
る
。

本
条
約
は
船
舶
の
構
造
や
設
備
、
救
命
設
備
の
基

準
を
定
め
、
海
上
で
の
人
命
の
安
全
を
促
進
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
二
○
○
二
年
に
前
年
の
九
・
一

一
同
時
多
発
テ
ロ
を
受
け
、
海
上
テ
ロ
の
脅
威
か

ら
人
命
を
守
る
た
め
の
大
き
な
改
正
が
な
さ
れ
た
。

新
た
に

│

２
章
「
海
上
の
保
安
を
高
め
る
た
め

の
特
別
措
置
」
及
び
義
務
的
規
定
Ａ
部
と
勧
告
的

規
定
Ｂ
部
と
か
ら
成
る
「
船
舶
と
港
湾
施
設
の
国

際
保
安
コ
ー
ド
」（ISPS C

ode

）
が
追
加
さ
れ
た
。

船
舶
と
港
湾
施
設
の
安
全
確
保
の
た
め
の
設
備
や

装
置
が
十
分
に
備
え
ら
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る

船
舶
保
安
評
価
の
実
施
や
、
保
安
上
の
設
備
計
画

作
成
を
船
舶
に
義
務
づ
け
る
こ
と
が
国
家
に
要
請

さ
れ
て
い
る
。
海
上
テ
ロ
を
前
提
と
し
た
改
正
で

あ
る
が
、
海
賊
行
為
お
よ
び
武
装
強
盗
の
抑
止
お

よ
び
被
害
を
最
小
限
に
す
る
に
は
実
際
的
で
有
効

な
方
法
で
あ
ろ
う
。

普
遍
的
な
国
際
組
織
に
対
し
て
、
地
域
的
な
フ

ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
は
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
○
○

二
年
の
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
国
境
を
越
え
る
犯
罪
撲
滅

の
た
め
の
行
動
計
画
」
に
基
づ
き
、
海
賊
に
関
す

る
国
内
法
の
整
備
、
情
報
の
交
換
、
捜
査
に
お
け

る
国
家
間
協
力
や
共
同
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
こ
と

が
決
め
ら
れ
た
。
注
目
す
べ
き
は
、
海
峡
の
航
行

の
安
全
に
関
し
、
沿
岸
国
と
利
用
国
と
で
合
意
の

も
と
協
力
を
行
う
と
す
る
海
洋
法
条
約
四
三
条
を

根
拠
に
、
利
用
国
や
関
係
国
際
機
関
に
対
し
て
技

術
的
な
協
力
を
求
め
て
い
く
と
い
う
考
え
方
で
あ

る
。
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
よ
る
取
締
り
の
一
番
の

障
害
で
あ
る
資
金
や
技
術
力
の
不
足
と
い
う
問
題

に
つ
い
て
、
航
行
の
安
全
と
い
う
共
通
利
益
を
守

る
た
め
に
す
べ
て
の
利
用
国
は
相
応
の
責
任
を
果

た
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
政
治
や
安
全
保

障
分
野
を
対
象
と
す
る
地
域
的
対
話
フ
ォ
ー
ラ
ム

と
し
て
は
、
一
九
九
四
年
よ
り
開
始
さ
れ
た
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ
Ｒ
Ｆ
）
が
二
○
○

○
年
に
海
賊
や
不
法
入
国
を
主
に
扱
う
専
門
家
グ

ル
ー
プ
を
設
立
し
、
二
○
○
四
年
の
第
一
○
回
閣

僚
会
合
に
お
い
て
「
海
賊
行
為
及
び
海
上
保
安
へ

の
脅
威
に
対
す
る
協
力
に
関
す
る
地
域
フ
ォ
ー
ラ

ム
声
明
」
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
声
明
で
は
海
賊

行
為
が
国
際
的
な
貿
易
活
動
の
阻
害
要
因
で
あ
る

こ
と
や
、
海
賊
行
為
が
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
共

通
の
重
大
問
題
で
あ
り
、
地
域
協
力
が
規
制
の
た

め
の
絶
対
的
な
条
件
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い

る
。ま

た
一
八
九
七
年
設
立
の
海
事
専
門
の
非
政
府

国
際
組
織
で
あ
る
万
国
海
法
会
は
海
法
の
国
際
的

統
一
を
目
的
と
し
、
海
賊
の
統
一
法
に
つ
い
て
は

一
九
九
八
年
に
「
海
賊
行
為
お
よ
び
海
上
暴
力
行

為
に
関
す
る
法
律
の
統
一
に
関
す
る
共
同
国
際
ワ

ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
」
を
組
織
し
、
二
○
○
○

年
に
「
海
賊
行
為
及
び
海
上
暴
力
行
為
に
関
す
る

モ
デ
ル
国
内
法
」
を
作
成
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
海
賊

行
為
お
よ
び
海
上
暴
力
行
為
が
必
ず
関
係
国
に
よ

る
訴
追
、
処
罰
の
対
象
と
な
る
も
の
と
し
て
い
る

が
、「
海
賊
行
為
」
規
制
を
シ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
等
の

テ
ロ
行
為
と
同
じ
法
枠
組
み
の
中
で
扱
え
る
か
に

つ
い
て
は
大
き
な
疑
問
が
残
ろ
う
。

●
国
際
ル
ー
ル
の
実
現

こ
う
し
た
様
々
な
ル
ー
ル
作
り
に
対
応
し
て
、

そ
れ
ら
の
ル
ー
ル
が
い
か
に
国
内
で
受
容
さ
れ
る

か
と
い
う
点
が
実
効
的
な
取
締
り
の
上
で
は
重
要

で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
で
非
常
に
積
極
的
な
活
動
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を
行
っ
て
い
る
の
が
、
非
政
府
国
際
組
織
で
あ
る

Ｉ
Ｃ
Ｃ
│

Ｉ
Ｍ
Ｂ
、
そ
し
て
そ
の
下
部
機
関
で
あ

る
Ｐ
Ｒ
Ｃ
で
あ
る
。
Ｐ
Ｒ
Ｃ
は
海
賊
に
関
す
る
情

報
の
提
供
を
主
要
な
任
務
と
し
、
海
賊
事
件
へ
の

迅
速
な
対
応
と
事
件
の
防
止
に
貢
献
し
て
い
る
。

Ｐ
Ｒ
Ｃ
が
対
象
と
す
る
海
賊
事
件
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｏ

と
同
様
、「
海
賊
行
為
」
と
「
武
装
強
盗
」
を
含

む
が
、
国
家
管
轄
権
内
で
発
生
す
る
「
武
装
強

盗
」
で
あ
っ
て
も
非
政
府
国
際
組
織
に
よ
る
情
報

収
集
や
提
供
と
い
う
活
動
で
あ
れ
ば
、
沿
岸
国
と

の
主
権
の
衝
突
も
起
こ
ら
ず
、
事
件
に
即
し
た
迅

速
な
対
応
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
Ｐ
Ｒ
Ｃ
の
活

動
は
国
家
に
よ
る
取
締
り
を
促
進
す
る
も
の
で
あ

る
。ア

ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
で
は

海
賊
に
関
す
る
協
力
体
制
の
確
保
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。
二
○
○
二
年
に
採
択
さ
れ
た
「
テ
ロ
リ
ズ

ム
と
の
闘
い
及
び
成
長
の
促
進
に
関
す
る
Ａ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
首
脳
声
明
」
に
は
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

が
盛
り
込
ま
れ
た
。
テ
ロ
対
策
を
目
的
と
す
る
取

組
み
だ
が
、
域
内
で
の
安
全
な
貿
易
の
確
保
の
た

め
に
な
さ
れ
る
、ISPS C

ode

の
履
行
な
ど
を
含

む
船
舶
や
港
湾
施
設
に
対
す
る
具
体
的
な
安
全
対

策
の
国
家
へ
の
義
務
づ
け
は
、
海
賊
の
取
締
り
に

つ
い
て
も
十
分
機
能
す
る
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
国
際
社
会
で
の
海
賊
の
取
締
り
へ
の

認
識
の
高
ま
り
に
呼
応
し
て
、
東
南
ア
ジ
ア
各
国

で
も
様
々
な
対
応
が
と
ら
れ
て
い
る
。

日
本
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
で
開
か
れ
た
二
○
○

○
年
の
東
京
海
賊
対
策
国
際
会
議
で
は
、
国
内
法

の
整
備
や
国
際
協
力
の
促
進
を
約
束
す
る
「
東
京

ア
ピ
ー
ル
」、「
モ
デ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
及

び
「
ア
ジ
ア
海
賊
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
０
０
」
が
採

択
さ
れ
、
こ
れ
ら
に
基
づ
き
日
本
は
東
南
ア
ジ
ア

諸
国
に
対
し
て
技
術
的
、
経
済
的
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
小
泉
首
相
に
よ
り
提
唱
さ
れ
、
二
○

○
一
年
に
採
択
さ
れ
た
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
海
賊

行
為
及
び
船
舶
に
対
す
る
武
装
強
盗
と
の
戦
い
に

関
す
る
地
域
協
力
協
定
案
」
は
二
○
○
六
年
九
月

に
発
効
予
定
で
あ
る
。
本
協
定
は
情
報
共
有
セ
ン

タ
ー
を
設
立
し
、
容
疑
者
の
逮
捕
や
被
害
船
舶
の

発
見
を
容
易
に
し
、
ま
た
犯
罪
人
引
渡
し
等
の
二

国
間
協
力
を
促
す
も
の
で
あ
る
。
一
方
米
国
は
同

協
定
案
に
並
行
し
て
テ
ロ
及
び
海
賊
対
策
を
目
的

と
す
る
「
地
域
海
洋
安
全
保
障
構
想
」
を
提
唱
し

て
い
た
が
、
自
国
の
主
権
を
米
国
に
よ
り
制
限
さ

れ
る
可
能
性
を
危
惧
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
マ
レ

ー
シ
ア
の
強
い
反
発
に
よ
り
、
構
想
を
断
念
し
て

い
る
。

海
賊
の
取
締
り
、
特
に
一
国
の
管
轄
権
下
で
発

生
す
る
武
装
強
盗
の
取
締
り
を
強
化
し
よ
う
と
す

る
と
き
、
そ
こ
に
は
当
然
沿
岸
国
の
主
権
の
壁
が

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
海
賊
の
実
効
的
な
取
締
り

に
は
沿
岸
国
自
身
の
積
極
的
な
取
組
み
が
最
も
有

効
な
手
段
な
の
で
あ
る
。
沿
岸
各
国
は
海
賊
や
海

上
暴
力
を
犯
罪
行
為
と
し
て
国
内
法
上
規
定
し
て

い
る
が
、
海
上
法
執
行
機
関
が
十
分
に
整
備
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
海
賊
の
規
制
が
実
効
的
に
行
わ

れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。

こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
す
べ
く
、
例
え
ば
、

マ
レ
ー
シ
ア
は
二
○
○
五
年
に
そ
れ
ま
で
に
存
在

し
た
一
二
の
関
係
機
関
を
統
合
し
て
マ
レ
ー
シ
ア

海
上
法
執
行
庁
を
設
立
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
海
上
安

全
体
制
の
整
備
と
い
う
観
点
か
ら
、
そ
れ
ま
で
海

軍
の
所
属
で
あ
っ
た
コ
ー
ス
ト
ガ
ー
ド
を
一
九
九

八
年
に
運
輸
通
信
省
直
轄
と
し
、
ま
た
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で
は
、
海
軍
や
海
上
警
察
な
ど
関
係
機
関
の

海
上
法
執
行
権
が
重
複
し
て
い
る
た
め
、
権
限
調

整
の
た
め
に
新
た
な
海
上
治
安
調
整
機
構
の
設
立

を
準
備
中
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
機
関
に
対
し
日
本
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
を

通
じ
て
専
門
家
の
派
遣
、
組
織
や
政
策
に
関
す
る

指
導
、
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
支
援
や
合
同

訓
練
ま
た
船
艇
の
提
供
等
、
技
術
的
、
経
済
的
支

援
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
沿
岸
国
は
共
同
パ
ト
ロ

ー
ル
や
追
跡
権
の
調
整
な
ど
に
関
し
て
個
別
に
二

国
間
条
約
を
結
ん
で
い
る
。

●
今
後
に
向
け
て

武
装
強
盗
と
い
う
新
た
な
概
念
を
導
入
し
、
海

賊
事
件
全
般
を
国
際
的
な
取
締
り
の
対
象
に
し
よ

う
と
す
る
ル
ー
ル
作
り
は
、
東
南
ア
ジ
ア
海
域
で

の
問
題
解
決
に
も
有
効
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が

ら
沿
岸
国
の
領
域
主
権
の
尊
重
か
ら
、
と
り
う
る

措
置
は
情
報
の
共
有
や
合
意
に
基
づ
く
協
力
関
係

の
構
築
に
止
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
う
し
た
中
で
、
よ
り
実
効
的
な
海
賊
規
制
を

行
う
た
め
に
は
、
規
制
が
国
際
社
会
全
体
の
利
益

保
護
に
つ
な
が
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
沿
岸

国
自
身
の
国
内
体
制
の
整
備
、
海
峡
利
用
国
と
し

て
の
責
任
の
分
担
、
ま
た
主
権
の
壁
を
越
え
て
活

動
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
さ
ら
な
る
活
躍
が
望
ま
れ
る
。

（
こ 

な
か　

さ
つ
き
／
星
槎
大
学
非
常
勤
講
師
）
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